
 

本  
第33期事業報告 

 

（自 令和 7年 4月 1日   至 令和 8年 3月 31日） 

１．営業の概況 

（1）ゴルフ業界の現状と今後の営業展開 

 

2025年度は、新型コロナ禍から完全に落ち着きを取り戻し、円安・物価高騰の影響があ

るものの経済活動は以前の活気を取り戻した一年でありました。 

しかし、2025年度の業界予測では、旅行を始めとする他のレジャーに移行する傾向が見

られることや、団塊世代のゴルファー全てが後期高齢を迎えることなど、来場者の急激な

減少を心配していましたが、まだまだ団塊世代のゴルファーは元気であります。 

また、コロナ禍にゴルフを始めた若年層や女性ゴルファー達が現在はプレーを満喫され 

ていて急激な減少はありませんでした。 

昨年の徳島県全体(14施設)の総入場者数は、約526,200名であり、前年比較では約14,3 

70名(2.8%)の増員となっております。これは冬場の韓国からのインバウンド客の影響が大 

きいと思われます。 

㈱コート・べール徳島の総入場者数は、46,937名 前年度比較では1,896名の増員でし 

 たが、残念ながら当初の目標には届きませんでした。 

また、2年前のグリーン事故以降はコース管理を直営としていますが、枯死したグリー 

ンも順調に回復してきており、今後は楽天などのメディアからの送客が期待出来るレベ 

ルを目指して行きたいと考えております。 

今期は『復活』をスローガンに「集客力の強化」を図ると共に接客レベルの向上、ま 

た、綺麗な施設の提供など「ソフト面」のレベルアップにも務め、リピート顧客の増員に 

繋がる営業展開を実践し健全経営に勤めて参ります。 

     

（２）営業成績及び財産の状況推移                                                  

   区    分 第30期（令和4年度） 第31期（令和5年度） 第32期（令和6年度） 第33期（当 期） 

 来場者数(人) 48,667 42,704 45,041 46,937 

 売 上 高     

 （ 千円 ） 298,034 257,633 274,434 271,901 

 経 常 利 益     

 （ 千円 ） 50,957 9,692 13,797 14,466 

 当期純利益 

（ 千円 ） 

 

32,136 

 

14,305 

 

18,280 

 

11,720 

 １株当たりの 

当期純利益(円) 

 

317.83 

 

141.48 

 

180.79 

 

115.91 

 総 資 産 

( 千円 ) 

 

1,524,366 

 

1,498,739 

 

1,513,442 

 

1,472,956 

 純 資 産     

( 千円 ) 592,969 601,790 617,586 620,264 

 


